











ダンテの 『神曲』のなかで も 『地獄篇』
第5歌 は,最 も好 まれた物語の一篇であ り,
その絵画作品 も数多 く制作 された。ここで





ズは,こ の第5歌 について,多 くの画家が
フラクスマンの 『神 曲』素描 に基づ く版画,
〈罰せ られた恋人たち〉 と 〈不意を襲われ




のそれ と一致する。 しか し,細 部は微妙な
相違を示 し,パ オロは,フ ラクスマンのそ
れよりも,は るかに情熱的であ り,フ ラン
チェスカは,恥 じらう,と い うよりは,曖
昧 な表情 を浮かべ ている。ここに,ア ング
ルの独 自性が示 されていると思われる。情
熱的に接吻するパオロに対 して,微 かな微
笑みを浮かべ たフランチ ェスカは,フ ラク
スマ ンのそれのように,顔 を背 けてはいな
いが,格 別 に積極的な様子 も示 さない。た
だ,本 を手か ら離 しているのみである。 し
か し,こ の状態 によって,ア ングルは,彼
女が恋に酔っていることを暗示す る。
シェーフ ァーの代表作 〈フ ラ ンチェス
カ ・ダ ・リミニ〉は,フ ラクスマ ンの 〈罰
せ られた恋人たち〉か らの影響が明瞭であ
る。 しかし,フ ラクスマンの線描 には認め
難い情感 と官能性 が,主 人公の表情 とポー
ズに表 出している。パオロは,悲 しみの表
情 を示 し,一方 フランチェスカは,彼 に身
を預けて恍惚の表情 を浮かべている。彼女
か ら も顔 を背 けたパ オ ロの ポーズ は,
シェーファーが,主 人公たちをアングル と
もフラクスマ ンとも異なる観点か ら捉えて
いたことを示唆す る。彼は,ア ングルの よ
うにパオロのみを情熱の虜 とも,フ ラクス
マンの ようにパオロとフランチェスカを共
に泣 き悲 しむ恋人 たち,と して も描 かな






が,ウ ィリアム ・ブレイクであろ う。彼 は,
フラクスマ ンか ら影響 を受 けたばか りでな
く,そ の 『神 曲』素描 に直接影響 を与えて
いるからである。 しか も,彼 の 『神 曲』連
作は,前 者か らの影響 を抜 け出ている。特
に,第5歌 を主題 とした 〈愛欲の圏一フラ
ンチェスカ ・ダ ・リミニ〉,通称 〈恋人 た
ちの旋風〉 は,彼 の 『神曲』連作中最 も高
い完成度 を示す とされる。そこで,こ の作
品か らブレイクの独 自性 を探 ることにする。
画面には,ダ ンテの記述 と異なる描写が
存在する。例えば,主 人公以外の人物が,
ブ レイクの作品で は判別出来ないことや ダ
ンテの記述 と異な り,ブ レイクの作品の亡




に,炎 が赤 く輝 く水面 を描いたこと。 ダン
テの記述 には存在 しない円形状 の物体が
ウェルギリウスの頭上 に配 されていること
が特記 される。これ らの相違点を再検討す






るにす ぎない と見做 した,と 思われる。第
二の相違点が最 もダンテの記述と異 なり,
多 くの男女が渦巻の流れに逆 らうことな く
身を任せている。このなかで二つの亡者の
表現,逆 十字型としかめっ面,に 注 目した
い。 これ らの表現についてクロンスキーは,
亡者たちが未だに現世での愛欲の世界に留
まっていることの象徴,と 指摘す る。 しか
し,亡者たちのポーズか ら判断 して,ブ レ
イクは,彼 らが己の罪 を認めて永遠の罰を
甘受 していることを示 したと考える。第三
の,炎 が輝 く水面について は,ク ロ ンス




象徴 を描 出したとも考 えられるが,そ こか
ら分離 して,主 人公たちを巻 き込んだ渦巻
は一体何 を意 味するのであろ うか。彼 は
『神 曲』 連作で,渦 巻 をこの作 品 と 〈ス







たい。すなわち,後 者 は,地 獄 の門を開け
るべ く天上か ら降 りた天使 を包んでいるの
で,聖 なる愛 を象徴 し,前 者は,真 の愛に
至 らぬ愛,愛 欲 の象徴 として描かれた と考
える。 しか も,ブ レイクはこうした愛欲の
世界 に囚われている主人公たちを,ダ ンテ
とは異な り,救済 されなければならない,
と見倣 していた。とい うの も,彼 らを包 む







メダイヨンと見做す。 しか し,ブ レイクは,
彼 らの過去 にではな く,彼 らを含めた第二
圏の者たちの現在 と未来に関心 を持 ってい




幻影 として明示 した,と 推定 され得る。
このように,ブ レイクの 〈恋人たちの旋
風〉 は,画 家であると共に,詩 人,哲 学者,
思想家 としての 自らのイメージをダンテそ
の人 と対峠す ることによって,初 めて生ま
れた傑作 に他 ならない。
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